立法政策論（2006年度春学期）
担当：柳瀬　昇
第11回　法制度設計論各論
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立法政策論　第11回課題

1. 次に掲げる（ア）～（ヨ）について、読み方を調べよ（わかるものだけでかまわない）。

（ア）
瑕疵
　（イ）
欠缺
　（ウ）
懈怠
　（エ）
先ツ
　（オ）
何レ

（カ）
孰レ
　（キ）
肯スル
　（ク）
由ル
　（ケ）
扶ケル
　（コ）
止ム

（サ）
止タ
　（シ）
力ム
　（ス）
仍ホ
　（セ）
践ム
　（ソ）
私ニ

（タ）
僕婢
　（チ）
木戸銭
　（ツ）
厠坑
　（テ）
囲繞地
　（ト）
薪炭油

（ナ）
溝渠
　（ニ）
阻塞
　（ヌ）
剪除
　（ネ）
彊境
　（ノ）
牆壁

（ハ）
窻
　（ヒ）
憫諒
　（フ）
首魁
　（ヘ）
汚穢
　（ホ）
証憑

（マ）
湮滅
　（ミ）
甕塞
　（ム）
誣告
　（メ）
輸贏
　（モ）
誣罔

（ヤ）
贓物
　（ユ）
故買
　（ヨ）
牙保
2. 平成7年改正以前の刑法の条文を読んだうえで、法令文のあり方について自由に論ぜよ。
1～2を合わせて、A4で、1～2枚程度でまとめ、次週の授業時間（授業時間終了後ではなく、授業時間開始の冒頭）に提出する。

学期末レポートについて（予告）
学期末レポートの課題は、「立法政策論の講義内容を踏まえて、受講者の関心をもった政策分野についての具体的な政策提言をまとめよ」とし、第13回の授業時間中に提出する。

· 学期末レポートは、（1）政策提言の内容、（2）提案理由及び参考資料との2部に分けることが望ましい（分綴、合本いずれでもかまわないが、分綴する場合には、2冊ともに氏名等必要事項の記載漏れがないように留意されたい）。このうち、（1）は、政策提言を具体的に示した要綱とし（条文化までは求めない）、（2）は、説得的な政策提言を行うのに必要な資料の要録とする。当該政策分野における現行法制度の概要、なぜそのような政策が求められるかという理由、他の考えうる政策の内容と当該政策との優劣、期待される効果などについては、（1）ではなく、（2）として提出する。

· （1）については、政策提言をより簡潔にまとめることを心がけ、また、（2）については、他者にその政策提言をできる限り説得するのに必要なものをまとめたものとすることが望ましい。

· 学期末レポートの内容は、第6回及び第11回で発表しまたは提出した内容と一致させる必要はない。第6回及び第11回の提出物と学期末レポートは別個のものとみなすので、すでに提出したものにおいて述べた内容についても、必要があれば、学期末レポートで再び言及することが望ましい。

· 最終レポートは、個人で取り組むことを原則とする。第6回及び第11回で2人以上のワーキンググループで取り組んだ課題を最終レポートの課題とする場合には、提言内容や根拠とする資料がある程度は類似しうるであろうが、最終レポートはあくまで個人単位で取り組むべきものである以上、相互に過度に類似しないよう留意されたい（政策提言のうち主要な点において意見を異にしたり、具体的な課題を違えるなど、ワーキンググループ内で調整することはかまわない）。

· 2人以上で1つのレポートを共同して作成し提出する場合は、執筆分担の記載の有無に関わらず、全体で1つのレポートとみなし、その評価を提出人数で割った商を等しく提出者に分配することとする（例えば、100点満点で90点の評点のレポートを3人で提出した場合には、1人30点の評点とするので、1人で提出した50点の評点のレポートよりも低い評価となる）。

· 文字数やページ数についての上限は設けない。

· 図表や色刷りなどについての制限は設けない。

· 提出する期限と方法は厳守する。期限に遅れた提出は、一切認めない。郵送やメールへの添付などによる提出も、一切認めない。
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